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№ ページ 行/図表 誤 正

1 23 ８～10行目

勤務問題が原因・動機の一つと推定される自殺者数の推移を職
業別にみると、「被用者・勤め人」が８割以上を占め、次い
で、「無職者」、「自営業者・家族従業者」となっている（第
3-4図）。

勤務問題が原因・動機の一つと推定される自殺者数の推移を職
業別にみると、「被雇用者・勤め人」が８割以上を占め、次い
で、「無職者」、「自営業・家族従業者」となっている（第3-
4図）。

2 26
18～21行目
注５、注６

平成13年12月12日付け地基補第239号「心・血管疾患及び脳血
管疾患の公務上災害の認定ついて」
平成13年12月12日付け地基補第240号「「心・血管疾患及び脳
血管疾患の公務上災害の認定ついて」の実施及び公務起因性判
断のための調査事項について」

平成13年12月12日付け地基補第239号「心・血管疾患及び脳血
管疾患の公務上災害の認定について」
平成13年12月12日付け地基補第240号「「心・血管疾患及び脳
血管疾患の公務上災害の認定について」の実施及び公務起因性
判断のための調査事項について」

3 36
第１－15表
第１－16表

（注）
3．＜　＞内は死亡の件数で、内数である。

（注）
3．＜　＞内は自殺（未遂を含む）の件数で、内数である。

4 41 第１－23表

5 51 ２～５行目

職種別では、受理件数について、その他の職員（一般職員等）
は11件（同７件）、次いで消防職員は９件（同１件）などと
なっており、認定件数について、義務教育学校職員は13件（同
６件）、次いでその他の職員（一般職員等）は10件（同９件）
などとなっている（第3-5表）。

職種別では、受理件数について、その他の職員（一般職員等）
は11件（同７件）、次いで消防職員は９件（同１件）などと
なっており、認定件数について、義務教育学校職員は13件（同
６件）、次いでその他の職員（一般職員等）は11件（同９件）
などとなっている（第3-5表）。

6 52 第３－５表

7 54 ２～４行目

職種別では、受理件数について、その他の職員（一般職員等）
は50件（同24件）、次いで義務教育学校職員以外の教育職員は
14件（同７件）などとなっており、・・・

職種別では、受理件数について、その他の職員（一般職員等）
は51件（同24件）、次いで義務教育学校職員以外の教育職員は
13件（同７件）などとなっており、・・・

8 54 第３－９表

9
61
62

第１－３図
第１－５図

以下を追記。
（注）
決定時の疾患名が「脳内出血（脳出血）」、「くも膜下出
血」、「脳梗塞」、「心筋梗塞」、「心停止（心臓性突発死を
含む。）」、「解離性大動脈瘤」に該当する事案を対象とし
た。

10 62 ２～３行目
いずれの業種でも事案数は脳疾患が心臓疾患よりも多かった。 「電気・ガス・熱供給・水道業」以外の業種では事案数は脳疾

患が心臓疾患よりも多かった。
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№ ページ 行/図表 誤 正

11 63 第１－６図 卸売業小売業 卸売業，小売業

12 67 ９～10行目
いずれの業種でも事案数は、「脳疾患」が「心臓疾患」よりも
多かった（第1-13図）。

ほとんどの業種で事案数は、「脳疾患」が「心臓疾患」よりも
多かった（第1-13図）。

13 124 第３－２図

14 128
（イ）

７～９行目

次に、実労働時間（繁忙期）の平均をみると、・・・次いで
「電気・ガス・熱供給・水道業」が57.3％、「宿泊業，飲食
サービス業」が54.9％であった。

次に、実労働時間（繁忙期）の平均をみると、・・・次いで
「電気・ガス・熱供給・水道業」が57.3時間、「宿泊業，飲食
サービス業」が54.9時間であった。

15 163 １～２行目

平成24（2012）年８月28日に閣議決定された自殺総合対策大綱
は、「社会経済情勢の変化、自殺をめぐる諸情勢の変化、本大
綱に基づく施策の進捗状況や目標達成状況等を踏まえ、・・・

平成24（2012）年８月28日に閣議決定された自殺総合対策大綱
は、「社会経済情勢の変化、自殺をめぐる諸情勢の変化、本大
綱に基づく施策の推進状況や目標達成状況等を踏まえ、・・・

16 177
（３）

９～10行目
運用開始以降、・・・平成28（2016）年度は11件の企業を認定
し、企業名を公表している。

運用開始以降、・・・平成28（2016）年度は12件の企業を認定
し、企業名を公表している。

17 180
（６）

１～３行目

平成27年（2015）年の夏に実施した「大学生等に対するアルバ
イトに関する意識等調査」に引き続き、平成27年12月～平成28
年（2016）２月にかけて「高校生に対するアルバイトに関する
意識調査」を実施した。

平成27（2015）年の夏に実施した「大学生等に対するアルバイ
トに関する意識等調査」に引き続き、平成27年12月～平成28
（2016）年２月にかけて「高校生に対するアルバイトに関する
意識等調査」を実施した。

18 181
コラム５
７～10行目

このため、これまでも厚生労働省や様々な機関・団体が労働法
の普及・啓発を行ってきたところですが、・・・高等教員等の
ための指導者用資料を作成し、全国の高等学校等に配布を行い
ました。

このため、これまでも厚生労働省や様々な機関・団体が労働法
の普及・啓発を行ってきたところですが、・・・高校教員等の
ための指導者用資料を作成し、全国の高等学校等に配布を行い
ました。

19 183 ２～５行目

また、Webサイト上の求人情報、書き込み等の情報を監視
し、・・・労働基準監督署による監督指導等に活用しており、
平成28年度は370件の監督指導を実施した。

また、Webサイト上の求人情報、書き込み等の情報を監視
し、・・・労働基準監督署による監督指導等に活用しており、
平成28年度の対象事業場は370件であった。

20 183 28～29行目

「過重労働解消相談ダイヤル」には、合計で712件の相談が寄
せられ、相談内容としては、長時間労働・過重労働に関するも
のが340件（47.7％）と最も多かった。

「過重労働解消相談ダイヤル」には、合計で712件の相談が寄
せられ、相談内容としては、長時間労働・過重労働に関するも
のが340件（47.8％）と最も多かった。

21 196 ４～５行目

この結果、「過去3年間にパワーハラスメントに関する相談を
受けた」と回答した企業は36.3％、「過去3年間に・・・。

この結果、「過去3年間にパワーハラスメントに該当すると判
断した事例がある」と回答した企業は36.3％、「過去3年間
に・・・。

22 196 第７－３図

23 197 第７－５図 別添６参照

別添４参照

別添５参照



№ ページ 行/図表 誤 正

24 199
（１）ア
11行目

また、全体の５割強の運行で荷待ち時間が・・・ また、全体の５割弱の運行で荷待ち時間が・・・

25 207
コラム11
２段落目
１～２行目

長時間労働を前提とした働き方を改め、しっかり休んで集中し
て働き、限られた時間で成果を挙げる生産性の高い働き方へと
変えていくことは・・・

長時間労働を前提とした働き方を改め、しっかり休んで集中し
て働き、限られた時間で成果を上げる生産性の高い働き方へと
変えていくことは・・・
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